
３　校地・校舎
校 地 面 積　33, 934. 69㎡
校 舎 面 積 7, 800. 57㎡

４　生 徒 定 員

５　学校経営方針

�基本理念
校訓（明朗、協調、進取）に掲げてある建学の精神を堅持し、生徒一人ひとりの可能性を大
事にし、人格の陶冶、円満なる人間の育成につとめる。

（1）大 目 標
①青森県第一の進学校になろう
②青森県第一の資格取得教育校になろう

（2）具体目標
①進学意欲の向上と実力錬成に努め、志望大学への合格実現を期す
②一人ひとりの生徒が情報活用能力を身につけるよう系統的、体系的な情報教育の実現を期す

（3）教育目標───忍耐・努力
生徒が自らの人生を切り拓いていけるよう生徒一人ひとりの能力・個性・適性を見つめなが
ら、次の五点に努める。
①学力向上に努める
②自立心の育成に努める
③心身の錬磨を図る
④国際化に対応できる視野を広げる
⑤問題解決能力を養う

（4）指導の重点───生徒一人ひとりの能力・個性を生かして
①授業の充実　　　　（わかる授業実践）（謙虚で真剣な学習態度の確立）
②意欲を育てるＨＲ　（心の結びつきを基盤としたＨＲ経営）
③生徒指導の充実　　（授業を通した躾指導）（自律的生活態度の育成）
④進路指導の充実　　（計画的・組織的指導の推進）（情報の整理・活用）
⑤情報化教育の充実　（コンピュータの資格取得の推進）
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第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 計

普　通　科 200名 200名 200名 600名

合　　　計 200名 200名 200名 600名



（5）分掌・学年の重点目標・実践事項
 分掌  重　点　目　標  実　　　　践　　　　事　　　　項

 

教　

務　

部

 ⑴授業の充実・教育課程研究
⑵諸表簿等の整理
⑶校内外の研修推進
⑷成績処理等の充実
⑸入学者選抜業務の推進
⑹道徳教育の推進
⑺行事の評価・反省・改善

 ⑴２大目標達成のための教育課程研究、授業時数確保、わかる授
業の実践、選択授業の実施

⑵実態をふまえた教科別指導計画の作成と評価・反省の実施、評
価の見直し、ＬＨＲ年間指導計画の作成、生徒指導要録整理、
日誌・諸文書整理、書式の見直し

⑶公開授業研究、各研修への積極的参加
⑷コンピュータによる成績管理の一本化
⑸学園との連携による資料作成
⑹道徳教育の重要性を認識した教育活動の展開
⑺行事内容の見直しと評価・反省・改善

 

生
徒
指
導
部

 ⑴基本的生活習慣の確立と社会性
の涵養

⑵学校生活におけるしつけ指導の
強化

⑶各学年、分掌との連携強化
⑷委員会、部活動の活性化
⑸積極的生活指導、情報収集によ
る事故・非行・いじめの未然防
止

⑹家庭、学校、地域機関との連帯
強化

 ⑴元気な挨拶の励行、正しい容儀の指導
⑵生徒と教師、保護者と教師との懇談の推進
⑶授業を通してのしつけ指導
⑷登下校指導（服装・通学態度等）
⑸無遅刻・無欠席運動の推進
⑹事故・非行防止運動の推進
⑺家庭（下宿）訪問の実施
⑻校内外の巡視
⑼月１回と、学期１回のアンケート実施

 

生
徒
会
指
導
部

 生徒会・学年・ホームルームとの
連携を図り、生徒一人一人が生徒
会活動に積極的に参加し、その活
動を通して生徒の自主性社会性を
育成する

 ⑴各学年、クラス、部活動、委員会との連携を密にし円滑な運営
を図る

⑵一高祭にむけて、早めの計画・準備を進め実施する
⑶生徒会の予算書、決算書を作成する

 

就
職
指
導
部

 ⑴正しい職業観と勤労観の育成
⑵キャリア教育の推進
⑶希望進路の早期決定と目標達成
⑷各種資格取得の奨励により進路
決定を助長

 ⑴進路調査・諸進路相談会等を通じて進路意識の向上を図る
⑵各種資格取得の奨励と進路に応じた補講による実力育成
　（就職・公務員・専門学校等）
⑶生徒・保護者・教師の三者面談による進路指導
⑷企業訪問等の実施による情報提供と助言

 

進
学
指
導
部

 ⑴進路意識の高揚
⑵授業内容の充実
⑶家庭学習の充実

 ⑴面談やホームルーム活動を通しての個々の目的・意識の向上
⑵３年間を見据えた授業の計画と実施
⑶単元ごとの到達目標の掲示を明確にした授業運営
⑷看護医療系への進路指導の充実
⑸授業と関連付けた家庭学習の指導
⑹自学自習を促進させる家庭学習の指導

 

保　
　
　
　

健　
　
　
　

部

 ⑴自分の健康に関心を持たせる
⑵健康を保持増進するために望ま
しい習慣、態度、実践力を養う

⑶学校環境が生徒の健康増進によ
い場であるように努める

⑷健康生活に必要な基本的生活習
慣、衛生習慣の定着を図る

⑸病気やけがの予防に努め、安全
に生活する習慣や態度を養う

⑹疾病異常の早期発見に努め、治
療を勧めるとともに生徒と家庭
が健康に関心を持つようにする

⑺進んで清掃活動に参加し、環境
美化に努める態度を養う

 ⑴学校環境の整備
⑵ゴミの分別収集の徹底
⑶保健室利用方法の徹底
⑷保健だより等によって自分の健康に関心を持たせ、必要な基本
的生活習慣・衛生習慣の定着を図る

⑸保護者・担任・学年との連絡を密にする

 

渉
外
部

 ⑴ＰＴＡ・後援会・同窓会関係活
動の活性化

⑵学校行事及び校外ＰＴＡ活動の
円滑化

⑶各学年・分掌との連携強化

 ⑴ＰＴＡ・後援会・同窓会が活発かつ円滑に運営されるよう適切
な対応と事務処理

⑵校内各分掌との連携による活気に満ちた行事の運営
⑶各学年ＰＴＡとの連携によるＰＴＡ活動の積極的な推進
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 学年  重　点　目　標  実　　　　践　　　　事　　　　項

 

第　
　

一　
　

学　
　

年

  ⑴高校生活への適応と基本的生活
習慣の確立を図る

⑵学習意欲の高揚と学力の向上を
図る

⑶進路目標の早期設定を図る

 ⑴　①健康管理の徹底と出席率の向上（無欠席の奨励）を図る。
　　②時間厳守（無遅刻の奨励・授業の準備やベル着）の徹底を

図る。
　　③正しい服装と言葉遣いを身につけさせる。
　　④学校行事・ＨＲ活動・部活動・ボランティア活動などに積

極的に参加させ、自己の研鑽に努めさせる。
　　⑤面談（二者・三者）を充実させ、学校生活への適応を援助

する。
　　⑥互いを尊重し合うとともに、集団（学年・ＨＲ）の一員で

あることを自覚させる。
⑵　①学習の意義を理解させ、学習意欲の高揚を図る。
　　②教科担当者とＨＲ担任との連携を密にし、学習内容の定着

を図る。
　　③資格取得へ積極的に取り組ませる。
　　④授業および補講への積極的参加と家庭学習の定着により、

学力の向上を図る。
⑶　①ホームルーム活動や学校行事へ積極的に参加させ、自己の

可能性の発見に努めさせる。
　　②適切な進路情報を提供し、進路目標の設定を促す。
　　③進路面談（二者・三者）を充実させ、進路目標を明確にさ

せる。

 

第　

二　

学　

年

 ⑴高校生活の充実と基本的生活習
慣の定着を図る

⑵学習意欲の高揚と学力向上を図
る

⑶進路目標の設定と進路指導の充
実を図る

⑴　①健康管理の徹底と出席率の向上（無欠席の奨励）を図る。
　　②時間厳守（無遅刻の奨励・授業の準備や授業開始）の徹底

を図る。
　　③正しい服装と言葉遣い（敬語の指導）を身につけさせる。
⑵　①学習の意義を理解させ、学習意欲の高揚を図る。
　　②クラス担任と教科担当との連携を密にし、学力向上を図

る。
　　③資格取得に積極的に取り組ませる。
⑶　①ホームルーム活動や学校行事へ積極的に参加させ、自己の

可能性の発見に努めさせる。
　　②適切な進路情報を提供し、進路目標の設定を促す。
　　③個人面談・三者面談を充実させ、進路目標を明確にさせ

る。
 

第　
　

三　
　

学　
　

年

 ⑴高校３年生としての自覚を持た
せ自律を図る

⑵進路指導の充実を図る

⑶社会性を涵養する

 ⑴　①健康管理の徹底と出席率の向上（無欠席の奨励）を図る。
　　②時間厳守（無遅刻の奨励・授業の準備や授業開始）の徹底

を図る。
　　③学校行事・ホームルーム活動・部活動・ボランティア活動

などに積極的に参加させ、自己の研鑽に努めさせる。
　　④後輩や仲間を思いやる優しさと指導性を身につけさせる。
　　⑤最高学年であるリーダーとしての自覚を促す。
⑵　①取得資格の種目数増加と上級資格取得に積極的に取り組ま

せる。
　　②教科担当者とホームルーム担任との連携を密にし、学習内

容の定着を図る。
　　③授業および補講の積極的参加と、家庭学習の定着により学

力の向上を図る。
　　④進路面談（二者・三者）を充実させ、適切な情報を提供

し、進路目標達成のために対策を図る。
⑶　①読書や新聞を通して、社会のできごとへの関心を持たせ

る。
　　②社会人として必要なマナーや常識を身につけさせる。
　　③ルール（校則・社会規範・交通規則等）の遵守や正しい服

装や言葉遣い（敬語等）を身につけさせる。
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